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2014年度第 2回定期研究会（「南アジア／インド班」第 7回研究会講演録）




日 時：2014年 10月 24日（金）16 : 00～18 : 30
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ちょっと見ていただきたいのは、カラーワントは 1882年には 54人いて、全体で約 1万 4,000ル
ピーが支払われています。ところが、サーランギーやパカーワジを演奏する者は 15人で 1,484ル














































































































































































































































































































































































































































































































８．The Transformation of Sarod Gharānā : Transmitting Musical Property in Hindustani Music. In Yoshitaka Terada
（ed.）, Music and Society in South Asia : Perspectives from Japan. National Museum of Ethnology, Senri Ethno­
logical Studies, 71 : 169-202, 2008
９．「近代北インドにおける音楽財産の伝承形態と社会関係の変化」『国立民族学博物館研究報告』28（3）, 2004
年
１０．「都市ヒンドゥー命名儀礼における主体構築と命名慣習の変容」『民族學研究』63（3）, 1998年
１１．「日本におけるラーマーヤナの受容と変容」『ラーマーヤナの宇宙』金子量重・坂田貞二・鈴木正崇編著，
春秋社，1998年
１２．「桃太郎昔話とラーマ物語：比較研究における課題と読みの可能性」、『口承文藝研究』20, 1997年
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